
※ボーリング調査で認められた地質境界，鍵層及び侵食境界を反射法地震探査記録に投影

H:V=1:1

• 久米層中には複数の鍵層が概ね水平に連続して認められ，断層を示唆する系統的な不連続や累積的な変位・変形は認められない。
 西部（④孔～②孔）では，ユニットⅠ及びⅡの鍵層が概ね水平に連続している。
 中部（②孔～⑤孔）では，ユニットⅢ及びⅡの鍵層が連続し，西側に傾斜する傾向が認められるが，上位の鍵層Ⅰ－１は概ね水平であり，また，下位のユニットⅣに認められる反射面も概ね

水平である。
 東部（⑤孔～⑦孔）では，ユニットⅡの鍵層が概ね水平に連続している。

• なお，連続性が確認された鍵層の分布は，反射法地震探査記録に認められる反射パターンの特徴と調和的である。
• ボーリング調査の結果，久米層には癒着して固結した面構造が認められるが，粘土状破砕部を伴う断層は認められない。
• 以上のことから，将来活動する可能性のある断層等は存在しないことを確認した。

地質断面図（Line-3）

久米層岩相区分

地質層序表

Ⅰ ユニット区分番号

地層境界
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第1.5－5図（3） 地質断面図 Line-3
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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地質断面図（ａ－ａ’断面）

※ボーリング調査で認められた地質境界，鍵層及び侵食境界を投影

H:V=1:1

・ 久米層中には複数の鍵層が概ね水平に連続して認められる。鍵層Ⅱ－４及びⅡ－５は侵食によって一部で連続していないが，その上位の鍵層及び下位の鍵層は概ね水平に連続している。した
がって，久米層中には断層を示唆する系統的な不連続や累積的な変位・変形は認められない。

・ ボーリング調査の結果，久米層には癒着して固結した面構造が認められるが，粘土状破砕部を伴う断層は認められない。
・ 以上のことから，将来活動する可能性のある断層等は存在しないことを確認した。

久米層岩相区分

地質層序表

Ⅰ ユニット区分番号

地層境界

侵食境界

鍵層

ボーリング位置

孔名

投影距離 方向

断面図凡例

：不整合

西 東

第1.5－5図（4） 地質断面図 a-a’
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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※ボーリング調査で認められた地質境界，鍵層及び侵食境界を投影
H:V=1:1

• 久米層中には複数の鍵層が概ね水平に連続して認められ，断層を示唆する系統的な不連続や累積的な変位は認められない。
 西部（④孔～C-6孔）では，ユニットⅠ及びⅡの鍵層が概ね水平に連続している。
 中部（C-6孔～③孔）では，ユニットⅢ及びⅡの鍵層が連続しており，一部で西側に傾斜する傾向が認められるが，上位のユニットⅠの鍵層は概ね水平に連続している。
 東部（③孔～⑦孔）では，ユニットⅡの鍵層が概ね水平に連続している。

• ボーリング調査の結果，久米層には癒着して固結した面構造が認められるが，粘土状破砕部を伴う断層は認められない。
• 以上のことから，将来活動する可能性のある断層等は存在しないことを確認した。

地質断面図（b－b’断面）

久米層岩相区分

地質層序表

Ⅰ ユニット区分番号

地層境界

侵食境界

鍵層

ボーリング位置

孔名

投影距離 方向

断面図凡例

：不整合

西 東

第1.5－5図（5） 地質断面図 b-b’
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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※ボーリング調査で認められた地質境界，鍵層及び侵食境界を投影

H:V=1:1

・ 久米層中には複数の鍵層が概ね水平に連続して認められる。
・ ボーリング調査の結果，久米層には癒着して固結した面構造が認められるが，粘土状破砕部を伴う断層は認められない。
・ 以上のことから，将来活動する可能性のある断層等は存在しないことを確認した。

地質断面図（c－c’断面）

久米層岩相区分

地質層序表

Ⅰ ユニット区分番号

地層境界

侵食境界

鍵層

ボーリング位置

孔名

投影距離 方向

断面図凡例

：不整合

西 東

第1.5－5図（6） 地質断面図 c-c’
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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※ボーリング調査で認められた地質境界，鍵層及び侵食境界を投影

H:V=1:1

・ 久米層中には複数の鍵層が概ね水平に連続して認められる。
・ ボーリング調査の結果，久米層には癒着して固結した面構造が認められるが，粘土状破砕部を伴う断層は認められない。
・ 以上のことから，将来活動する可能性のある断層等は存在しないことを確認した。

地質断面図（d－d’断面）

久米層岩相区分

地質層序表

Ⅰ ユニット区分番号

地層境界

侵食境界

鍵層

ボーリング位置

孔名

投影距離 方向

断面図凡例

：不整合

西 東

第1.5－5図（7） 地質断面図 d-d’
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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納谷他（2013）より抜粋

Perch Nielsen（1985）より抜粋

石灰質ナンノ化石帯（白亜紀）

・ B-3孔の標高約-400mまで，TSK-1孔の標高約-400mから-690mまでの範囲において，約10m間隔で石灰質ナンノ化石の分析を実施した。
・ 久米層における石灰質ナンノ化石の化石帯は最下部がCN11b帯（約4Ma），最上部がCN12c帯(約2.4Ma)であることから，久米層は前期鮮新世の後期から前期更新世の初期の間

にほぼ連続的に堆積した地層と判断される。
・ 那珂湊層群における石灰質ナンノ化石の化石帯はCC21-26帯（約70Ma）であることから，那珂湊層群は白亜紀最末期の地層と判断される。

石灰質ナンノ化石帯（新第三紀及び第四紀）微化石分析結果（石灰質ナンノ化石）

： 微化石採取位置

凡例

第1.5－6図（1） 久米層の微化石分析結果（1）

-

-

-

孔口標高
EL+24.48m

孔口標高
EL+8.28m

TSK-1B-3

第四系
標高（m）

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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第1.5－8図（1） 侵食境界の性状（1）

侵食境界Ⅰ／Ⅱ（②孔）（深度：144.63m）

深度144.63mより上位において，貝殻片や流動状の堆積構造が認められる。
侵食境界は岩石化している。

侵食境界

深度89.19m～89.28mの範囲において，炭質物や貝殻片が密集する。
侵食境界は岩石化している。

侵食境界Ⅰ／Ⅱ（③孔）（深度：89.28m）

上

上

10cm

侵食境界の等高線図（Ⅰ）

侵食境界

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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第1.5－8図（2） 侵食境界の性状（2）

侵食境界の等高線図（Ⅱ）

侵食境界Ⅱ／Ⅲ（②孔）（深度：164.41m）

深度159.60mより上位において，凝灰岩，砂岩の偽礫が認められる。
侵食境界は岩石化している。

侵食境界Ⅱ／Ⅲ（③孔）（深度：159.60m）

侵食境界

上

深度164.41mより上位において，流動状の堆積構造が認められる。
侵食境界は岩石化している。

侵食境界上
10cm

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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地質断面図（Line-B）

※断面図上，葉理面及び層理面が重複して見づらい場合は同傾向の葉理面及び層理面を一つにまとめて表示している。

H:V=1:1

久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

ボアホールテレビ観察孔 層理面

葉理面

（偽傾斜表示）

久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

：不整合

・久米層の葉理面及び層理面の傾斜は，反射断面の傾斜と調和的であるが，一部でユニット境界付近に傾向の異なる部分が見られる。

第1.5－9図（1） 反射法地震探査と地層の傾斜について（1）
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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H:V=1:1

・久米層の葉理面及び層理面の傾斜は，反射断面の傾斜と調和的であるが，一部でユニット境界付近に傾向の異なる部分が見られる。

地質断面図（Line-C）

久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

ボアホールテレビ観察孔 層理面

葉理面

（偽傾斜表示）

久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

：不整合

第1.5－9図（2） 反射法地震探査と地層の傾斜について（2）

※断面図上，葉理面及び層理面が重複して見づらい場合は同傾向の葉理面及び層理面を一つにまとめて表示している。

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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H:V=1:1

・久米層の葉理面及び層理面の傾斜は，反射断面の傾斜と調和的であるが，一部でユニット境界付近に傾向の異なる部分が見られる。

地質断面図（Line-3）

久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

ボアホールテレビ観察孔 層理面

葉理面

（偽傾斜表示）

久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

：不整合

第1.5－9図（3） 反射法地震探査と地層の傾斜について（3）

※断面図上，葉理面及び層理面が重複して見づらい場合は同傾向の葉理面及び層理面を一つにまとめて表示している。

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。
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鍵層の等高線図（Ⅰ-1）

第1.5－12図（1） 鍵層の等高線図（1）は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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鍵層の等高線図（Ⅱ-4）

第1.5－12図（2） 鍵層の等高線図（2）
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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鍵層の等高線図（Ⅲ-3）

第1.5－12図（3） 鍵層の等高線図（3）
は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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第1.5－15図（1） 鍵層及び侵食境界の分布（パネルダイヤグラム）（1）

久米層中には複数の侵食跡が見られ，久米層堆積中においては，海底面が侵食されることにより谷地形が形成され，海底面直下
に堆積していた久米層の一部が欠如し，この谷地形を埋めながら新たな地層が堆積していくことを繰り返していたと考えられる。

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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第1.5－15図（2） 鍵層及び侵食境界の分布（パネルダイヤグラム）（2）

久米層中には複数の侵食跡が見られ，久米層堆積中においては，海底面が侵食されることにより谷地形が形成され，海底面直下
に堆積していた久米層の一部が欠如し，この谷地形を埋めながら新たな地層が堆積していくことを繰り返していたと考えられる。

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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侵食境界の等高線図（Ⅰ）

第1.5－16図（1） 侵食境界の等高線図（1）は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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侵食境界の等高線図（Ⅱ）

第1.5－16図（2） 侵食境界の等高線図（2）は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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侵食境界の等高線図（Ⅲ）

第1.5－16図（3） 侵食境界の等高線図（3）は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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侵食境界の等高線図（Ⅳ）

第1.5－16図（4） 侵食境界の等高線図（4）は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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侵食境界の等高線図（Ⅴ）

第1.5－16図（5） 侵食境界の等高線図（5）は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

ボアホールテレビ観察孔

癒着して固結した面構造

（ボアホールカメラ（偽傾斜） 癒着して固結した面構造

（コア観察）

久米層岩相区分

地質層序表

断面図凡例

H:V=1:1

・久米層に確認される癒着して固結した面構造については，特定の層準に集中する傾向は認められない。

地質断面図（Line-B）

：不整合

第1.5－17図（1） 癒着して固結した面構造分布図（1）

（ボアホールテレビ（偽傾斜））

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

砂質泥岩を主とし、砂岩薄層を挟む。生物擾乱、乱堆積構造が一般的に見られ、
北部で標高-250m、南部で-200m以浅に分布する。ユニット区分Ⅰ～Ⅳが該当する。

砂岩層を多く挟み、標高-260～-380mで砂岩泥岩細互層が多く分布する。南部で確認した
標高-600m以深は細粒～中粒の砂岩層が見られる。ユニット区分Ⅴ～Ⅸが該当する。

6－1－40


	
	
	(b)　特定重大事故等対処施設を構成する設備
	(b-1)多重性又は多様性，独立性，位置的分散，悪影響防止等
	(b-2)容量等
	(b-3)環境条件等
	(b-3-1)環境条件
	(b-3-2)特定重大事故等対処施設を構成する設備の設置場所
	(b-4)操作性及び試験・検査性
	(b-4-1-1)操作の確実性
	(b-4-1-2)系統の切替性


	(c)　特定重大事故等対処施設を構成する設備の基本設計方針


	
	03-0.（マスクなし）【頭紙】本文十号 表紙～補正前後比較【読1済】✔なし
	03-1.（マスク有り・済）【別紙1】本文十号ハ(1)(ⅱ)a.(b)(b-3-2)　技安【読2済】✔あり
	03-2.（マスク有り）【別紙2】1-3本文十号ハ (1)(ⅱ)b.特重施設の機能を維持するための体制の整備【R２（1020）】【読1済】【作業②完了】✔あり
	03-3.（マスク有り・済）3【別紙3】【修正後】1-07 本文十号（文章）【復元版】 （ハ(2)有効性評価のみ）　技安【R1】【読1済】【作業②完了】✔あり

	
	05-0. 【頭紙】本文 申請書添付参考図面　表紙～補正前後比較[事務局]【R2】[読1済→変更有]✔なし
	05-1. 【別紙1】本文 申請書添付参考図面　目次[事務局][読1済→変更なし]✔なし
	05-2-1. 【別紙2①】申請書添付参考図面 添付1／第2図[プラ管]【既許可変更】【R2】[読1済→変更有]✔なし
	05-2-2.（マスク有・済） 【別紙2②】申請書添付参考図面 添付2／第20図[環保]【既許可変更】[読2済]✔なし
	05-3. 【別紙3】申請書添付参考図面 添付3／第44図[プラ管]【R2】[読1済→変更有]✔なし

	
	06-0.（マスクなし）添付書類目次＜事務局作成＞【R2】[読1済→変更有]✔なし
	06-1.（マスクなし）添付書類五　頭紙＜事務局作成＞【R1】✔なし
	06-2.（マスク有り・済）【別紙5-1】添付書類五[中川、安元、福田]【読1済】20200908【作業②完了】（事務局修正）✔なし

	
	
	図データ1-1
	図データ1-2
	図表データ2-1
	図表データ2-2
	図表データ3-1
	図表データ5
	図表データ6
	図表データ7
	図表データ8


	
	
	ＥＳ原子炉注水系は，ＥＳ注水系ポンプ，ＥＳ貯水槽，配管・弁類，計測制御装置等で構成し，ＥＳ注水系ポンプにより，ＥＳ貯水槽の水を残留熱除去系を経由して原子炉圧力容器へ注水することで原子炉圧力容器内に残存する溶融炉心を冷却できる設計とする。また，原子炉減圧機能により原子炉圧力容器を速やかに低圧状態へ移行することができるＢＷＲプラントの特徴を踏まえ，ＥＳ原子炉注水系は，可能な限り炉心の著しい損傷を防止することができる設計とする。
	ＥＳ原子炉注水系は，ＥＳ電源装置からの給電が可能な設計とする。
	ＥＳ電源装置及びＥＳ燃料油貯蔵タンクについては，「10.14.8　電源設備」に記載する。
	ＥＳ原子炉注水系及びＥＳ循環冷却設備は，重大事故等対処設備（特定重大事故等対処施設を構成するものを除く。）である常設低圧代替注水系ポンプ及び代替淡水貯槽を使用する低圧代替注水系（常設）による原子炉注水及び残存溶融炉心の冷却，重大事故等対処設備（特定重大事故等対処施設を構成するものを除く。）である可搬型代替注水中型ポンプ，可搬型代替注水大型ポンプ，西側淡水貯水設備及び代替淡水貯槽を使用する低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び残存溶融炉心の冷却，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備（特定...
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